




































研究方法は、2017 年 4 月～2018 年 3 月の 1 年間、12 名の保育者（3 歳児クラスの保育士




















究」を行った。研究方法は、2015 年 11 月～2016 年１月に研究Ⅲとは異なる幼稚園教諭 12
名に対して約 30 分間のインタビューを行った。支援児が含まれる子ども集団を保育する場
合、担任と支援員（主に支援児の保育を行う保育者）というように、保育者の役割を固定
化した保育形態がある。研究結果から保育者の役割が固定化している場合でも、保育者が
様々な工夫によってより良いチーム保育の実践が可能となるという示唆を得ることができ
た。 
【総合考察】 
1つ目に、開発された尺度を用いて保育者 1 人ひとりが考える改善点を抽出することで、
保育における悩みを保育者が 1 人で抱え込まず、チーム全体で解決していくことができる
ような組織作りが可能となるのではないかと期待できる。 
2 つ目に、保育者の役割形態として役割の交代あり群と固定化群に焦点を当てたことで、
役割形態の違いと子ども同士の関係性との関連を捉えることが出来た。このことから、保
育者の関わり方の違いが子どもの人間関係の形成に影響しているという示唆を得ることが
できた。 
3 つ目に、支援児へのチーム保育を検討することで、保育者の役割が固定化しているチー
ムにおける改善点を検討することができた。すなわち、保育者間で連携方法を工夫するこ
とで、共有時間の不足等の困難さを克服できる方策が明らかとなった。 
